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災害発生を想定した体制整備
～平常時からの体制づくり～

静岡県 健康福祉部

健康増進課 土屋厚子
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本日の内容

静岡県災害時健康支援マニュアルの作成
（平成25年3月改訂版）

市町支援のための各所属の役割を明確化

平常時における体制整備

静岡県が実施している訓練

派遣、応援による健康支援活動
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1 静岡県災害時健康支援マニュアル
の作成（平成25年3月改訂版）
【考え方】

災害時の健康支援活動が迅速かつ効果的に
行なわれるためには、平常時からの保健活
動の準備や支援活動の体制づくり等の対応
が必要である。

今回は、東日本大震災での健康支援活動を
踏まえ、避難所活動など災害時健康支援の
第一線で働く市町保健師を県保健師がいか
に支援するかという視点を新たに加え、より
活用しやすい形で策定した。
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【主なポイント】

市町支援のための行動マニュアル

１ 市町支援の必要性
健康支援活動を行う現場は市町であるが、災害
発生時には多くの救護所・避難所が開設され、
それに要する保健師等の数は市町保健師稼動
数を大幅に超え、県または県外の非被災自治体
からの応援保健師の支援が必要となると予想さ
れる。

また、被災状況によっては市町保健師が健康支
援活動を展開するための体制整備や要員確保
の調整を行うことが困難となるため、県本部と方
面本部の支援が必要となる。
※検討会に市町保健師も参加
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東海地震発生！
保健師は何人必要か？

地震災害時における派遣保健師受入指針（厚生労
働科学研究まとめ）によると

避難所活動だけで約1,200名／日必要！

↓

県内保健師984名が全員稼動でも

200人以上の不足！！

稼動率（保健活動を実施できる保健師の割合）が

8割なら400名の不足！5割なら・・・3割なら・・・
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2市町支援のための各所属の役割を明確化

県本部健康福祉部健康支援班 健康支援チーム【健康増進課】

本庁健康支援コーディネーター

方面本部健康福祉班 【健康福祉センター】

地域健康支援コーディネーター

市町【保健センター等】

現場を統括（コーディネート）する保健師
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本庁健康支援コーディネーター

県本部健康福祉部健康支援班 健康支
援チーム【健康増進課】

各圏域、各分野の情報を集約し、保
健衛生分野のアセスメントと各フェー
ズ応じた対応の総合調整を行なう
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本庁健康支援コーディネーター

県内の人材・資器材等の調整

国・他都道府県に人材・資器材の要請と
調整

厚生労働省との協議及び派遣要請

派遣元自治体との受入にかかる連絡調整

フェーズの経過に伴う派遣保健師調整

医療・福祉・介護等の各分野との調整

災害拠点病院、医師会、歯科医師会、看
護協会、栄養士会、臨床心理士会等との
連絡調整
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地域健康支援コーディネーター

方面本部健康福祉班

【健康福祉センター】

○衛生、避難者の健康管理に係る
アセスメントと対応の総合調整を
行なう
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地域健康支援コーディネーター

地域における医療・保健・福祉等に係る被災者
ニーズのアセスメント、関係部門への情報提供、
支援要請（災害医療コーディネーター、災害薬
務コーディネーターとの連携）
県本部（健康支援チーム）との調整
派遣保健師の受入に関する具体的調整

市町、避難所、地区活動等への配置と業務調整

派遣者との連絡、調整窓口に係るオリエンテーショ
ン等
フェーズの経過に伴う派遣保健師調整

方面本部指令班（保健師等健康福祉班担当）
との連携（情報収集）

市町に現場を調整する機能が不足すると判断
した場合には、市町の現場を統括する保健師
の役割を補填するスタッフを派遣する。
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市町 【保健センター等】
現場を統括する市町保健師

健康支援活動にかかる人員配置調整

派遣保健師受入体制整備

派遣保健等へのオリエンテーション（活
動方針提示）

健康課題の分析と活動計画の策定
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平常時における体制整備

私の行動様式

地域保健関連情報概況

(本庁、健康福祉センターが作成)

地域保健関連情報概況

(市町が作成)

○災害発生時に派遣応援職員に対して情報
提供



13

静岡県が実施している訓練

（県・市町・災害拠点病院・救護病院）

○７月 特化型実践訓練（医療救護等）健康福祉部

医療救護・医薬品輸血用血液・社会福祉

施設被害・保健師派遣 ・精神科病院・心

のケアチーム・災害救助法等

○９月１日 総合防災訓練

＊１２月第１日曜日 地域防災訓練（市町村）

○１月１７日 地震対策オペレーション（大規模図上訓練）
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静岡県では、危機事案が発生又は発生するおそれがある
場合、県民の生命、身体及び財産への被害を防止・軽減す
るために、自然災害等の防災対策や危機事案に対応する。
（経過）
平成17年４月 東海地震発生時等における災害応急体制

を強化するため、県下４箇所に地域防災
局を設置し、保健師配置。（東部・西部）

↓
平成21年４月 防災対応だけでなく危機事案へ対応する

ため、防災局が危機管理局となり、各地
域危機管理局を設置。保健師配置継続。

↓
平成22年４月 組織改正により、県庁危機管理局が危機

管理部として新設。

大規模地震に備えた平常時の取組み
○各地域危機管理局へ保健師配置
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賀茂危機管理局
（賀茂方面本部）

東部危機管理局
（東部方面本部）

危機管理部
（県本部）

中部危機管理局
（中部方面本部）

西部危機管理局
（西部方面本部）

静岡県危機管理部の位置
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○ 災害時健康支援研修会の実施

県庁健康福祉部年１回開催。

各健康福祉センター（保健所）ごとに開催。

○県・市町保健師を対象に災害時における

健康支援をテーマに毎年、研修会を実

施している。

○内容：東海地震に備える防災対策の基礎知識

の習得。災害時健康支援活動の実際(被

災市町保健師、派遣保健師からの活動

報告など)

図上訓練（HUG）等
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○市町災害時健康支援マニュアル
策定の推進
（平成24年７月時点） ３５市町
策定済 18市町（51.4％）

作成中 8市町（22.9％）＊24年度中に作成

作成予定 9市町（25.7％）

予定無し ０

※２３．３．１１東日本大震災以降、策定に取り組
む市町が増加。
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避難所運営ゲームＨＵＧ（ハグ）

Ｈ：ｈｉｎａｎｚｙｏ 避難所
Ｕ：ｕｎｅｉ 運営
Ｇ：ｇａｍｅ ゲーム

意味は「抱きしめる」
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避難所の光景（阪神淡路大震災）

西宮市立津門小学校
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避難所の光景（中越地震）

長岡市立北中学校体育館
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図上訓練：避難所運営ゲームHUG
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避難所運営に必要なこと

・組織づくり、居住組
・部屋割り、名簿の作成
・避難所運営本部の設置
・取材、問い合わせへの対応
・食料、物資の受け入れ、配給
・炊き出し、ごみ、風呂、ペット、トイレ
・ボランティアの受け入れ
・ ・・・
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地域防災訓練 １２月第１日（市町）
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住民へメイク・演技指導



26



27

一次トリアージ（歯科医師）
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医療救護研修会
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派遣、応援による健康支援活動

①毎年度、初動体制を整備する。

アンケートの実施

今年度は、健康福祉部内の保健師85名に調査

保健師45名(53%)が、発災直後の派遣が可能と回答

初動体制の整備
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７/１８～２２
場所：福島市 飯野学習センター青木分館
放射線技師(病院機構職員を含む)３人を派遣 ８/１～５

場所：福島第一原発半径２０ｋｍ以内
獣医師２名を派遣

８/１～３/３１
場所：釜石市 沿岸広域振興局
薬剤師(１ヶ月交代)を延８人派遣

【参考】静岡県現地支援調整本部
３/２６～１０/１
場所：岩手県遠野市(浄化センター)
３月末まで、遠野市役所に連絡要員１名常駐

４/１４～６/末
公衆衛生チーム派遣
６/２９～３/３１
保健師(県、市町)長期派遣

３/１５～４/１５
公衆衛生チーム派遣

約３０km

約４０km
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県と市町が協力して長期で応援派遣
岩手県山田町役場国保介護課

平成23年７月～24年3月

県・９市町の20名（1人あたり2週間～2ヶ月）

（静岡県・静岡市・島田市・富士市・三島市

磐田市・下田市・富士宮市・森町・御殿場市）

24年4月～25年3月 県1名

24年4月～8月（伊豆市、富士宮市、磐田市）

25年4月～26年3月 県1名

現在も応援派遣を実施しています。
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自らの命は自ら守る

自らの地域は皆で守る

自助・共助・公助

静岡県の東海地震対策キーワード


